To the Memory of the Late Emeritus Professor, Shotaro Kojima by 堀江, 保蔵
Title小島昌太郎先生を憶う
Author(s)堀江, 保蔵










故 小 島 昌太 郎 名 誉教 授 遺 影 お よび 略 歴
TheOrientalBankCorporation,1851-84年(下)
・… … … … … ・・… … … … … … ・・… ・・・・・… …… … ・・本 山 美 彦
ドイ ツ第 二 帝 制 にお け る1879年の政 策 転 換 に
関 す る一 研究 … … ・・… … … … ・… … … … … … …野 田 敬
労働 者 の 生 活 時 間 構造 と余 暇 ・・… … … ・… ・… ・… ・福 島 利 夫
資 本 主 義 社 会 に お け る老 人 の 生 存 権 につ い て … 小 川 和 憲
ゴエ ル ロ計 画 の方 法 と発 表 後 の経 過 … … … … … 中 江 幸 雄
追 憶 文
小 島 昌太 郎 先 生 を憶 う … … … … ・・… … ・… … … … 堀 江 保 蔵

















堀 江 保 蔵
去る6月11目,名誉教授小島 昌太郎先生は90歳の高齢をもって逝去された。 老衰のた
めとのことであるが,本 当に眠 るが如 き大往生であったにちがいない。
いまからちょうど3年前,昭 和50年7月20目に,京 都タワー ・ホテルで,経 済学部同
窓会総会を開き,先生をお招きしたところ,快 諾せられ,懇 談会の席で御挨拶を頂戴 し
た。しゃん とした立ち姿 といい,朗 々たるお声といい,と て も87歳とは思えぬお元気さ
であった。そのころは,ロ ・.タリ ・ー・クラブの例会にも,タ クシーのお世話にならずに
出席されていたと聞いている。 その後,私 自身,毎 年のように大病を患ったせい もあっ




か,2年 生で 「保険論」,3年生で 「交通論」の講義を拝聴 した。 保険論の講義の中で,
いつまでも頭に残っているのは,リ スクとその発生の大数法則性,そ ρ)リスクに備え丁
の保険料をもってする共通準備財産の形成など,要するに,保 険を構成す4諸 要素に着
目した概念構成方法である。 保険を,保 険者と被保険者 との契約関係 として理解 してき
た在来の法律学的解釈を鋭 く批判し,経 済的な集団の仕組みとして理解すべ きことを強




3年生の ときに拝聴 した交通論の講義は,そ のノー トが手許に残 っているので,そ の
ページを繰ることによって,当時の先生を眼のあた りに浮べることができる。 その内容




.概念を論じた第1章 で,こ れは交通論を経済学的に体系づける上に,非 常に重要な章で
'1⊥2(112)第 ユ22巻第1・2号




文章の2ペ ージが,ノ ー ト・.ブックの次のページに貼られてい る。 これは,.先生がその
分をわざわざ活字印刷にして我々聴講者に配布され,同 時に僻説されたものである。 今
日のように便利な複写機の.なかった当時に,こ のような巻のを頂戴 してと,い まさら感
謝に堪えない。
そういえば,第5章 の交通事業における競争のところで出て くる海運会社の運賃延戻
し政策については,1イギ リスのY.0.会社 の契約書(英 文)の 写しももらっているし,
保険論の講義では 「ロイド保険組合及びロイ ド船級組合」 と題するリーフットや,海 上
保:険証券(marinepolicy)の写しを頂戴した。教え.るとい うことにおいて,先 生は本当
に熱心だったのである。
さて,交 通および交通政策の概念を確定 した上で,第2章,第3章 は簡単な要領筆記
に止め,第4,5,6章と強い調子の講義が続いたが,こ の辺はいわば先生の御得意のと
ころであって,た とえば学年末試験の問題には,』交通事業の経営に関連 した現実問題が
出題 されたし,交 通事業における競争のところで挙げられた 「反対方.向へ走る私鉄間の
激 しい競争」の話が,い まなお耳底に残っている。 交通事業における独占にいたっては,
『海運同盟論』(大15)なる大著が串た翌年であるだけに,海 運同盟に関する先生のお
話には実に内容豊かなものがあった。あとにしてうかがえば,海 運同盟(conference)が
海運業界のカルテルに外ならないことを論証したのは,先 生を もって嚆矢 とするという
ことであったが,全体 として,交 通論を経済学の一分科として独立させ,体 系立てた功
績は全 く小島先生に帰せられるのであって,こ とに 『海運同盟論』が学位論文になった
のは当然す ぎるほど当然であった。





る月刊学術雑誌を創刊された。当時では珍 しい横組みの雑誌であった。 金融論は,昭 和
13年に汐見三郎教授が財政学講義へ移 られたあとをついで,小 島先生が担当された講義
科目であるが,先 生の金融論への造詣はもっと早 くに 始まった。 すなわち,満 州事変
(113)113
(昭6)後の赤字公債の発行 とインフレーションの問題に関連 していわゆる マニー ・フ
ローの問題に深い関心を示 されたのである。 その点について思い出されるのは,保険論
の講義であって,先 生は,長期的に見て保険会社が儲け.る一源泉は貨幣のインフレ傾向






先生のお人柄は,一 言でいえば,謹 厳実直,酒 ・煙草をたしなまず,む しろかんしよ
うと他人から云われるほど潔癖で もあ った。 大阪の大きな紙問屋の御曹子であ.るとい う
ことを伝え聞いていたが,い わゆる大阪商人らしいところは少 しもなく,む しろ貴公子
といったタイプのお方であった。美しい口髭をたくわえた童顔の紳士で,洋 服の着 こな
しもりゅうとしていた。言葉づかいも丁寧で,私 たちに対 しても,い つ もにこやかに,
「ですか」調で話された。
先生の考え方には,政治的なところも,イデオPギ ー的なところもなか った。 先生が
.教授 として経済学部に在勤 された時代には,石 川興二,谷 口吉彦,作 田荘一.蜷 川虎三
らの錚 々たる論客が居られで,概 ね夕食後に楽友会館の講演室を利用 して開かれた経済
学会の研究例会では,議 論沸騰 して止まるところを知らないことも稀ではなか ったが.
小島先生は,本 庄 ・汐見の両先生らとともに,む しろ寡黙の方であった。
先生の御研究分野が広汎にわた り,また上述のようなお人柄の故 もあって.門 下に育
った研究者は大変多かった。 私の記憶するところだけを掲げても,つ ぎのようである
.(括弧内は主たる勤務校と専攻)。近藤文二(大 阪市大.保 険論 ・社会保障制度論),磯
部喜一 〔東京工大,経 営学),佐波宣平 ご京大,保 険 ・交通論),山本安次郎(滋賀大 ・京
大 ・名古屋市大,経 営学),西藤雅夫(滋 賀大,保 険論 ・交通論),石 田興平(滋賀大 ・
阪大 ・京産大,金 融論),熊本吉郎(立 命大 ・京都学園大,金 融論),小泉貞三(関 学大,
交通論),吉川貫二(同 志社大 ・京都学園大,交 通論).丸 岡淳夫(金 沢大,経 営学)。
そのうち,磯部 ・山本 ・石田の三教授を残して,他 の諸教授は小島先生に先立って他界
されている。 その点で,先 生の晩年はお淋しかっただろうと推察される。
しかし逸 生の綿 子の裾野肱 か・牟・たしか京友会 とい・たと思 うが1先 生の演
習出身者を網羅する会が作 られ,朝 日新聞社主上野淳一氏,鈴 与株式会社々長鈴木与平




体質を作 りかえようとするもので,教授 ・助教授 ・講師全員,新 学部長を選んで辞表を
提 出し,新学部長にその処置を一任することになった5当 時経済学部内にぎごちない空
気が流れてい㍗ことは事実であるが,今 にして思えば総退陣というような ドラステ ィッ
クな方法をとるあが賢明であったかどうか,疑 問が残る。 しかし.,敗戦に対する国民的
章任という背景が大きく広がっていた当時の情勢では,や むをえなかったか も知れない。
ζの総退陣を決議し嫌 官協議会におし・て,汐 見先生は遥 二饒 貫された帆 最年長





激 化とともに,辞 して悠々.自適の生活を送 られ ることになった。`そ.の御様子からみて,
もっともっと長生 きされることと思い,ま たそう念じていたのであるが,さ すがの先生
も老衰には勝てなかった。 こうして私は,経 済学部の教室で直接に教えを受け牟卑生が
ユ人もないことになウたのである。
